平成 (へいせい)２８年度 (ねんど)第 (だい)１２回 (かい)障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト (ぷろじぇくと)　会議録 (かいぎろく)前回 (ぜんかい)の記録 (きろく)です


日時 (にちじ)：平成 (へいせい)２９年 (ねん)３月 (がつ)２４日 (にち)（金）１３：３０～１５：３０
場所 (ばしょ)：三重県 (みえけん)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)福祉 (ふくし)センター (せんたー)大研修室 (だいけんしゅうしつ)
参加者 (さんかしゃ)：プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)７名 (めい)、事務局 (じむきょく)２名 (めい)

１．会議 (かいぎ)の内容 (ないよう)
今回 (こんかい)は、聖 (せい)マッテヤ (まってや)心 (しん)豊 (ぽう)苑 (えん)で開 (かい)催した (さいした)地域 (ちいき)開催 (かいさい)と当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)ＰＪ (ぷろじぇくと)全体 (ぜんたい)の振返り (ふりかえり)をふまえ、来年度 (らいねんど)の活動 (かつどう)について話し合いました (はなしあいました)。また、４月 (４がつ)に開催 (かいさい)する市町 (しまち)職員向け (しょくいんむけ)研修 (けんしゅう)で伝えたい (つたえたい)内容 (ないよう)についても検討 (けんとう)しました。
	①地域 (ちいき)開催 (かいさい)（聖 (せい)マッテヤ (まってや)心 (しん)豊 (ぽう)苑 (えん)）の振返り (ふりかえり)について

	・思った (おもった)より参加者 (さんかしゃ)がいて良かった (よかった)です。利用者 (りようしゃ)の話 (はなし)を聴いて (きいて)、外 (そと)に出たい (でたい)という気持ち (きもち)が強かった (つよかった)ように思いました (おもいました)。
・施設 (しせつ)で暮らして (くらして)いると地域 (ちいき)にどのようなサービス (さーびす)があるのか分からない (わからない)です。市町 (しまち)ごとにどのようなサービス (さーびす)があるのか、アンケート (あんけーと)を取って (とって)みてはどうでしょうか。
・地域 (ちいき)開催 (かいさい)では利用者 (りようしゃ)との話 (はなし)が盛り上がって (もりあがって)良かった (よかった)です。施設 (しせつ)で暮らして (くらして)いる人 (ひと)の声 (こえ)を直接 (ちょくせつ)聴く (きく)ことが出来て (できて)良かった (よかった)です。
・施設内 (しせつない)で地域 (ちいき)での暮らし (くらし)について話し合い (はなしあい)が出来て (できて)良かった (よかった)です。
・「～が出来ない (できない)と自立 (じりつ)が出来ない (できない)」と思って (おもって)いると分かり (わかり)、当事者 (とうじしゃ)の立場 (たちば)として話す (はなす)ことができて良かった (よかった)です。
・この地域 (ちいき)開催 (かいさい)が継続 (けいぞく)することが出来れば (できれば)、なお良い (よい)のではないでしょうか。
・現在 (げんざい)、参加 (さんか)頂いた (いただいた)利用者 (りようしゃ)の方 (かた)の自立 (じりつ)体験室 (たいけんしつ)利用 (りよう)について、４月 (４がつ)から始める (はじめる)という事 (こと)で話 (はなし)を進めて (すすめて)います。
・こちらからの継続 (けいぞく)した働きかけ (はたらきかけ)・関わり (かかわり)が必要 (ひつよう)だと思います (おもいます)。
・施設内 (しせつない)では自分 (じぶん)の考え (かんがえ)・思い (おもい)を伝える (つたえる)場 (ば)がないのではないでしょうか。
・利用者 (りようしゃ)・家族 (かぞく)・職員 (しょくいん)とも施設内 (しせつない)が一番 (いちばん)安心 (あんしん)・安全 (あんぜん)だと思い込んで (おもいこんで)いるのかもしれません。
・施設 (しせつ)では、ゆっくりと本人 (ほんにん)のニーズ (にーず)を聞き取る (ききとる)時間 (じかん)も余裕 (よゆう)もないのではないでしょうか。
・開催 (かいさい)場所 (ばしょ)のロビー (ろびー)は玄関 (げんかん)が近く (ちかく)、また近く (ちかく)でレクリエーション (れくりえーしょん)の音 (おと)が聞こえて (きこえて)くるため、落ち着き (おちつき)ませんでした。次回 (じかい)は会議室 (かいぎしつ)等 (など)で開催 (かいさい)した方 (ほう)が良い (よい)かもしれません。
⇒ (やじるし)雑談 (ざつだん)の中 (なか)からでも自分 (じぶん)の想い (おもい)を伝える (つたえる)場 (ば)を設けて (もうけて)いくことが必要 (ひつよう)ではないでしょうか。
⇒ (やじるし)今後 (こんご)は、私達 (わたしたち)が地域 (ちいき)で生活 (せいかつ)する中 (なか)で生じた (しょうじた)自分 (じぶん)の気持ち (きもち)の変化 (へんか)を伝えて (つたえて)いってはどうでしょうか。
⇒ (やじるし)継続 (けいぞく)して取り組む (とりくむ)こと、また施設 (しせつ)で暮らす (くらす)若い (わかい)人 (ひと)にどんどん外 (そと)に出て (でて)いってもらいたいです。

	②今年度 (こんねんど)の活動 (かつどう)の振返り (ふりかえり)について

	・来年度 (らいねんど)も当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)ＰＪ (ぷろじぇくと)の活動 (かつどう)や、年 (ねん)一回 (いっかい)ほどの研修 (けんしゅう)（市町向け (しまちむけ)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)など）に参加 (さんか)したいです。地域 (ちいき)開催 (かいさい)は継続 (けいぞく)していきたいです。
・色々 (いろいろ)な研修 (けんしゅう)に出る (でる)中 (なか)、権利 (けんり)擁護 (ようご)研修 (けんしゅう)が一番 (いちばん)慌てました (あわてました)。私 (わたし)は虐待 (ぎゃくたい)を受けた (うけた)ことが無い (ない)し、何 (なに)を話せば (はなせば)良い (よい)のか…と思いました (おもいました)が、なんとかなるものなんだと思いました (おもいました)。地域 (ちいき)開催 (かいさい)も出来て (できて)良かった (よかった)です。今回 (こんかい)は施設 (しせつ)に知り合い (しりあい)がいて良かった (よかった)ですが、今後 (こんご)は知り合い (しりあい)がいない所 (ところ)でも開催 (かいさい)してみたいと思います (おもいます)。
・色々 (いろいろ)な所 (ところ)で、自分 (じぶん)の経験 (けいけん)が伝わり (つたわり)良かった (よかった)です。来年度 (らいねんど)ももっと伝われば (つたわれば)良い (よい)と思います (おもいます)。
・当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)ＰＪでは色々 (いろいろ)な意見 (いけん)が聞けて (きけて)私 (わたし)自身 (じしん)少し (すこし)は成長 (せいちょう)したと思います (おもいます)。来年度 (らいねんど)は地域 (ちいき)開催 (かいさい)に向けて (むけて)、施設 (しせつ)だけではなく福祉 (ふくし)センター (せんたー)など色々 (いろいろ)な所 (ところ)で開催 (かいさい)し、私達 (わたしたち)の活動 (かつどう)を知って (しって)もらいたいです。
・最近 (さいきん)の当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)ＰＪ (ぷろじぇくと)の参加者 (さんかしゃ)が少なく (すくなく)なってきているように思います (おもいます)。知的 (ちてき)障 (しょう)がい、視覚障 (しかくしょう)がい、聴覚障 (ちょうかくしょう)がいなど様々 (さまざま)な方 (かた)に参加 (さんか)してもらうと良い (よい)のでないでしょうか。
・「当事者 (とうじしゃ)」とは何 (なん)なのでしょうか。本人 (ほんにん)だけでなく、子 (こ)を持つ (もつ)親 (おや)も当事者 (とうじしゃ)です。今後 (こんご)は親 (おや)との話し合い (はなしあい)も必要 (ひつよう)なのではないでしょうか。また、優性 (ゆうせい)思想 (しそう)という考え方 (かんがえかた)も含めて (ふくめて)の話し合い (はなしあい)や施設 (しせつ)との話し合い (はなしあい)も出来れば (できれば)良い (よい)のではないでしょうか。
・施設 (しせつ)は安心 (あんしん)・安全 (あんぜん)な場所 (ばしょ)であり、何 (なに)かあれば施設 (しせつ)へ… (・・・)という考え (かんがえ)があります。施設 (しせつ)の役割 (やくわり)について、親 (おや)も含めて (ふくめて)検討 (けんとう)していく事 (こと)が必要 (ひつよう)だと思います。
・来年度 (らいねんど)も施設 (しせつ)へ出向いて (でむいて)いきたいです。
・色々 (いろいろ)な研修 (けんしゅう)で聴講 (ちょうこう)をすることが出来て (できて)勉強 (べんきょう)になりました。相談 (そうだん)支援 (しえん)初任者 (しょにんしゃ)研修 (けんしゅう)で講義 (こうぎ)したことは私 (わたし)の自信 (じしん)につながりました。しかし、受講生 (じゅこうせい)の態度 (たいど)が気 (き)になりました。またグループワーク (ぐるーぷわーく)では受講生 (じゅこうせい)の率直 (そっちょく)な意見 (いけん)が聞く (きく)事 (こと)が出来て (できて)勉強 (べんきょう)になりました。
⇒ (やじるし)研修 (けんしゅう)等 (とう)で伝える (つたえる)場 (ば)を多く (おおく)持つ (もつ)ことが出来て (できて)良かった (よかった)ですが、障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)が限られて (かぎられて)いたことが課題 (かだい)の一つ (ひとつ)だと思います (おもいます)。
⇒ (やじるし)みんなが参加 (さんか)しやすい開催 (かいさい)方法 (ほうほう)を考えて (かんがえて)いってはどうかと思います (おもいます)。
⇒ (やじるし)それらが地域 (ちいき)での住みやすさ (すみやすさ)や暮らしやすさ (くらしやすさ)につながっていけば良い (よい)のではないかと思います (おもいます)。

	③今後 (こんご)に向けて (むけて)

	・県 (けん)の協 (きょう)議会 (ぎかい)などと関わり (かかわり)を持ちながら (もちながら)、暮らしやすさ (くらしやすさ)や暮らしにくさ (くらしにくさ)などについて意見 (いけん)交換 (こうかん)していくことも必要 (ひつよう)ではないでしょうか。
・地域 (ちいき)に出向いて (でむいて)いき、交流 (こうりゅう)や関わり (かかわり)・提案 (ていあん)していく事 (こと)で、当事者 (とうじしゃ)ＰＪ (ぷろじぇくと)の意味 (いみ)も大きく (おおきく)なってくるのではないでしょうか。
・地域 (ちいき)の相談 (そうだん)支援 (しえん)センター (せんたー)や色々 (いろいろ)なイベント (いべんと)との関わり (かかわり)の中 (なか)で、私達 (わたしたち)に出来る (できる)ことを伝えて (つたえて)（県 (けん)はその仲介 (ちゅうかい)をしながら）いくことで、活動 (かつどう)が広がり (ひろがり)、ここに参加 (さんか)出来て (できて)いない人 (ひと)ともつながっていくことが出来れば良い (よい)のではないでしょうか。
・沢山 (たくさん)の人 (ひと)に知って (しって)もらえるようなチラシ (ちらし)があると良い (よい)と思います。
・当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト (ぷろじぇくと)主催 (しゅさい)の研修 (けんしゅう)やフォーラム (ふぉーらむ)等 (とう)を開催 (かいさい)してはどうでしょうか。

	④市町向け (しまちむけ)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)で伝えたい (つたえたい)こと

	・それぞれの市町 (しまち)で受ける (うける)ことが出来る (できる)サービス (さーびす)が異なる (ことなる)ので、どこでもサービス (さーびす)を受ける (うける)ことが出来る (できる)ような柔軟 (じゅうなん)な対応 (たいおう)をして頂きたい (いただきたい)と伝えたい (つたえたい)です。
・最後 (さいご)まで話 (はなし)を聴いて (きいて)ほしです。あきらめの姿勢 (しせい)で聞いて (きいて)ほしくないです。
・去年 (きょねん)の基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)に参加 (さんか)して、障 (しょう)がい者 (しゃ)を特別 (とくべつ)扱い (あつかい)している人 (ひと)や身構えて (みがまえて)いる人 (ひと)が多い (おおい)ように感じました (かんじました)。
⇒ (やじるし)普通 (ふつう)に接して (せっして)ほしいと伝えて (つたえて)はどうでしょうか。受講生 (じゅこうせい)と意見 (いけん)交換 (こうかん)が出来れば (できれば)良い (よい)と思います (おもいます)。
・「障 (しょう)がい者 (しゃ)」ではなくその人 (ひと)自身 (じしん)を知って (しって)ほしいと伝えたい (つたえたい)です。
・本人 (ほんにん)をあきらめさすような対応 (たいおう)はしてほしくないです。
・どんなに重い (おもい)障 (しょう)がいがあっても地域 (ちいき)で暮らす (くらす)権利 (けんり)があると伝えた (つたえた)いです。




[bookmark: _GoBack]３．これからの内容 (ないよう)について
　（１）これからのプロジェクト (ぷろじぇくと)の予定 (よてい)
　　　・４月 (４がつ)１３日 (１３にち)（木 (もく)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)
　　　・５月 (５がつ)１９日 (１９にち)（金 (きん)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)

（２）研修会 (けんしゅうかい)等の予定 (よてい)
	日にち
	場所
	研修・会議名

	平成２９年
４月１４日（金）

	三重県 (みえけん)人権 (じんけん)センター (せんたー)大研修室 (だいけんしゅうしつ)
	平成 (へいせい)２９年度 (２９ねんど)第１回 (だい１かい)市町 (しまち)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)担当 (たんとう)職員 (しょくいん)等 (とう)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)

	平成２９年
５月２１日（日）
	三重 (みえ)県庁 (けんちょう)講堂 (こうどう)
	障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス (さーびす)事業所 (じぎょうしょ)職員 (しょくいん)等 (とう)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)



○平成 (へいせい)２９年度第 (だい)１回 (かい)プロジェクト (ぷろじぇくと)
・次回 (じかい)（第 (だい)１回 (かい)）のプロジェクト (ぷろじぇくと)は、平成 (へいせい)２９年 (ねん)４月 (４がつ)１３日 (１３にち)（木 (もく)）
午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)からです。
